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Abstract 
Our Musashigaoka College fell on 20th Anniversary of foundation in 2011 and invited the 
members and coaches of Arsenal Ladies FC which has had a friendly relationship for fifteen 
years. This paper reports ‘Cross-Cultural Exchange with Arsenal Ladies FC held for all 
students at our College, as one of memorial events, Musashigaoka College 20th Anniversary of 
the Foundation through the experience of a ceremony controller, as only English teacher.  
The first-year students of Nutrition Course made many delicious dishes with Prof. 
Nagashima and other instructors welcomed them at a welcome party, part1. The second-year 
students of Nutrition Course and students of Sports Course asked questions at Q&A Corner, 
sang together ‘Let It Be’ and ‘Sukiyaki’ and enjoyed exchanging with the members of Arsenal 
Ladies FC at a friendship party, part2.  
Our students who usually have little opportunity to speak with natives seemed to enjoy 
exchanging with the members of Arsenal Ladies FC not only through playing football with 
them but also through welcoming with their hand-made dishes and sweets, asking at Q&A 
corner and singing ‘Let It Be’ and ‘Sukiyaki’ together.   
As No Japanese translation could be seen on the screen at the Q&A corner, some students 
seemed to have dissatisfaction in no Japanese translation in that corner, but I managed to 
dismiss the translation on purpose as an English teacher, hoping that most students will make 
an effort to understand English without the translation and enjoy speaking with foreigners in 
the future. 
Finally, In spite of a short time, only about 2 hours and a half exchanging with the members 
of Arsenal Ladies FC, I am sure that our students could experience a small 
‘internationalization’ in this event as a step of widening a global outlook.    
 
Key words：‘Cross-Cultural Exchange’ for All Students, Q&A Corner, Singing together in 
English 
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Ⅰ はじめに 
平成 23 年度、本学は創立 20周年を迎え、その
記念事業の一環として、イギリスのプレミアリー
グの女子名門サッカーチームであるアーセナルレ
ディース FC を招致することになった。11 月 25
日から 12月 5日（11 日間の日本ツアー）の日本
滞在中に、アーセナルレディース FC は「サッカ
ースクール」や｢サッカークリニック｣を開催し地
域の子供たちと、または日本のサッカークラブチ
ーム（INAC 神戸）や本学の女子サッカーチーム
（シエンシア）と練習試合を行ない、サッカーを
通して交流をした。 
本学の女子サッカーチームとアーセナルレディ
ース FC とは、長年（15 年ほど）、女子サッカー
チームが夏休みに訪英し、クイーンズウッド
（Queenswood）でサマーキャンプを行い、友好
関係を築いてきたという経緯がある。ご存じのよ
うに、平成 23年 3月 11日に日本は未曽有の東日
本大震災に見舞われ、津波や原発事故の影響で一
時は来日も危ぶまれ、二転三転したが、最終的に
アーセナルレディース FC は来日することになり、
忙しいスケジュールの中、12月 2日（金）の一日
だけ本学の全学生と交流する機会を得ることにな
った。 
 
Ⅱ 目的 
平成 22 年秋に、｢アーセナルレディース FC招
致実行委員会｣が発足し、数回にわたって「実行委
員会」が開催され協議を重ねながら、｢全学で参加
する異文化交流会｣をコンセプトに「歓迎会」
（Welcome to M.C., Arsenal Ladies F.C.）を開催
することが確認され、第一部を「昼食会」（A 
Welcome Party, Part1）、第二部を「親睦会」（A 
Friendship Party, Part2）とし、二部制で行うこ
とが決定された。国際的なコミュニケーションの
手段としての英語において、異文化理解が不可欠
であることは周知の事実となってきているが、一
方、実際の授業において英語教育と異文化理解教
育をどのように融合させるかは、英語教育におけ
る課題である。 
実際に英語を使う機会に恵まれない本学の学生
にとって、今回のアーセナルレディース FC の選
手・コーチなど総勢 25 名の来学は、本学学生に
とってネイティブとの交流によって、「異文化」を
体験するまたとないチャンスであった。本稿では
特に「異文化交流」としての側面に焦点を当て、
女子サッカーチームだけでなく、一般学生の参加
を目的とした「全学で交流すること」というコン
セプトのもとに、｢アーセナルレディース FC招致
実行委員会｣の実行委員または本学の唯一の英語
の教員として、アーセナルレディース FCとの「異
文化交流会」において Q&A コーナー、和風テイ
ストコーナーなどを企画し、司会をした体験を報
告する。 
 
Ⅲ 方法 
1)「歓迎会」（A Welcome Party, Part1） 
＜第一部＞の概要（資料 1参照） 
実施日時：平成 23年 12月 2 日（金） 
12：45～1：25 p.m. 
場所：1209教室（昼食会用に会場の設営、模様
替えなどを行う） 
出席者：アーセナルレディース FC の選手・監
督・育成部長・コーチなどのスタッフ総
勢 25名、川合学長、河合（一武）教授、
栄養・スポーツ専攻の教員、職員など 
参加学生：2011 年度・武蔵丘短期大学健康生活
学科・栄養専攻 1年、女子サッカーのメ
ンバ  ー
内容：アーセナルレディース FC メンバーおよ
びスタッフとの昼食会（立食） 
永島専攻長のもと、栄養専攻の教員・学
生（1 年次）が昼食を作り、メンバーを
もてなし交流する。 
 
The Day’s Menu（本日の献立） 
Toast（乾杯）…sparkling apple juice 
Drinks（飲み物）…juice, oolong tea, mineral 
water, coffee, black tea 
Dishes（料理）… 
An hours d’oeuvre（前菜）: 
武蔵丘短期大学紀要 第20巻 
－ 51 － 
Canape des sardines al’huile 
（いわしのカナッペ） 
Canape des jambon (ham) 
（ハムのカナッペ） 
Jambon et celery 
Melon with uncured ham 
（生ハムメロン） 
A selection of smoked salmon 
(スモークサーモンの盛り合わせ) 
Bruschetta（ブルスケッタ） 
（ガーリックトーストトマト添え） 
Main course（メインデッシュ）･･･ 
Assorted sandwiches（各種サンドイッチ） 
Meat dish （肉料理）･･･ 
Vittelo tonnato (beef thigh with tuna sauce) 
（牛もも肉のツナソースかけ） 
Poulet sauté chasseur (a leg of chicken 
with demi-glace sauce（若鶏デミグラ
ソースかけ） 
A selection of fruit（フルーツの盛り合わせ）･･･ 
strawberry（いちご）, etc. 
Soup（スープ）･･･ 
Minestrone（ミネストローネ） 
Dessert（デザート）･･･Panna cotta 
Chinese milk jelly (or vegetable gelatin) 
（杏仁豆腐） 
Sweet potato and apple tart 
（サツマイモとりんごのタルト） 
Chocolate sable（チョコサブレー） 
Plum pudding（プラムプディング） 
＊注:メニューの英訳（菊池) 
2）「親睦会」(A Friendship Party, Part 2) 
＜第二部＞の概要（資料 2参照） 
実施日時：12月 2日（金） 1：30～3：00p.m. 
（3時限） 
場所：1304教室 
出席者：アーセナルレディース FC 関係者、川
合学長、根岸事務局長、河合（一武）教
授、栄養・スポーツ専攻の教員、職員な
ど 
参加学生…本学女子サッカーチーム、栄養専
攻・スポーツ専攻の 1・2年次 
内容：アーセナルレディース FC メンバーおよ
びスタッフと異文化交流をする。 
Q&A コーナーについて 
テーマ…サッカーなど日英のスポー
ツ事情、大学生活、食生活、伝
統文化などに関係したテーマ
で英語で｢質疑応答｣をする 
英語の歌を合唱する 
ビートルズの‘Let It Be’と「スキヤ
キ（上を向いて歩こう）」合唱し、音
楽を通して親睦を深める。 
3）レッスンプランの概要 
◇学友会会長の国分誉子さんに、学生を代表し
て歓迎スピーチ（英語）を依頼する（H.22
年度の秋）。 
 
＜1～2ケ月前＞ 
◇「英語コミュニケーション 2」（選択、履修者
5 名）、及び 1 年次・必修の「社会環境とキャ
リア」（テーマ：グローバルな視野を養う、異
文化交流化について）時に、「親睦会」の「Q&A
コーナー」の質問希望者を募集した。 
質問予定者を決定…栄養・スポーツ専攻から
各 6～7人 
さらに教職員から 1～2 人、地域の方から 2
～3 人（根岸事務局長に依頼し紹介してもら
った） 
◇「モデル・質問文」の意味を確認し、音読練
習をさせた。 
「歓迎スピーチ」（学友会会長）の原稿作成
をし、音読練習をさせた。 
先ず日本語で原稿を作成し、次に英訳し最
終的に教員の添削指導を受け原稿を完成
させた。 
すべてを書かせるのではなく、いくつかフ
レーズだけをピックアップして書かせ、最
終的に文章にまとめさせた。 
 
＜2週間前＞ 
◇女子サッカーチーム代表の歓迎スピーチ（ス
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ピーチ原稿の添削など） 
◇「モデル・質問文」、「歓迎スピーチ」を暗誦
させた。 英語の表現の幅を広げる練習。文章
を添削、訂正後書いた文章の音読をさせ、ペ
アワークを行った。 
◇原稿を見ることなく英語で質問をさせた。声
の大きさ、文の抑揚、発音、ブレスの仕方な
どについて教員は個別に指導をした。またス
ピーチやプレゼンの場合と同様、アイコンタ
クトやジェスチャーなどについても必要に応
じてアドバイスを行った。 
 モデル・質問文 1 …栄養専攻の学生の場合 
Welcome to Musashigaoka College!  
My name is …, a first year of Nutrition 
Course. I like cooking. What Japanese 
food do you like? 
（武蔵丘短期大学へようこそいらっしゃ
いました！（私の）名前は…と申します。
栄養専攻の 1年生です。私はお料理するこ
とが大好きなのですが、日本食は何がお好
きですか？） 
 モデル・質問文 2 …スポーツ専攻の学生の場合 
Welcome to Musashigaoka College!  
My name is …, a second year of Sports 
Course. I like playing football and began 
to play football at elementary school. 
How long have you played football? 
（武蔵丘短期大学へようこそいらっしゃ
いました！（私の）名前は…と申します。
スポーツ専攻の 2年生です。私はサッカー
が好きで小学校の時からやっています。あ
なたはどのぐらいサッカーをやっていま
すか？） 
◇さらに「社会環境とキャリア」で、履修者全
員に、異文化についての理解を深めるために、
冊子『異文化国流のための案内書―イギリス
文化とスピーチ編』を作成（菊池）・配布し、
イギリスの文化（食文化、フットボールの発
祥について、ビートルズなど）についての講
義を行った。さらにビートルズの‘Let It Be’
の歌詞についての解釈をし、歌唱の練習（「ス
キヤキ‘上を向いて歩こう’」についても同様）
をした。歌唱練習については、栄養・スポー
ツ専攻の招致実行委員の先生方のご協力もあ
り、放課後何回か行い合唱の精度を上げるこ
とに努めた。 
 
＜１週間前＞ 
◇英語で「質疑応答」の練習…「英語コミュニ
ケーション 2」（選択、履修者 5名）の授業時
または昼休みに行った。 
各自の「質問文」を仕上げ、それに基づいて、
1 対 1 で個別に英語で質問文のやり取り（ペ
アワーク）を行った。 
◇質問に先立って、学生たちには、スクリプト
を見ずに口頭で流暢に受け答えができるよう
になるまで、ペアで応答練習を繰り返させた。
準備が整ったら、教員は学生の「質問文」を
参照しながら、簡単な質問を英語で尋ねてい
った。学生がよどみなく質問に答えることが
できたら、最終的に全学生ができるだけ流暢
に、インタビュアー（教員）の顔を見ながら
受け答えができるようになることを目指した。 
女子サッカーチーム代表者のスピーチの添削
やプレゼン指導を行った。 
◇放課後などを利用し、各学生の質問事項の暗
唱の出来を確認し、最終なチェックを行った。 
 
＜前日の放課後＞ 
◇設営が完了した会場で、質問者の学生を集め、
Q&A または合唱の最終的なリハーサルを行
った。 
質問者は各自、司会者の指示に従って、本番
さながらに順番に質問の練習を行った。 
合唱の練習についても何度か行い、事務局の
ご協力で音響についての調整もした。 
◇異文化交流のために、和風テイストコーナー
を設置し、和服、扇、風呂敷、折鶴、生け花
などを展示した。 
 
＜当日＞ 
◇「ゲストスピーカーとの交流」…Q&A を行
い、ネイティブと英語での交流を体験した。 
 
武蔵丘短期大学紀要 第20巻 
－ 53 － 
Ms. Uchida ( a second-year of Sports Course) 
スポーツ専攻 2年、内田さん 
Q: What Japanese food do you like? 
 
Mr. Kakinuma ( a second-year Student of 
Sports Course) スポーツ専攻 2年、柿沼君 
Q: Which teams do like most in the world? 
 
Ms. Kurohama ( a second-year student of 
Sports Course) スポーツ専攻 2年、黒濱さん 
Q: When did you start playing football?  
What sports did you play except football 
when you were a child? 
 
Mr. Hasegawa ( a first-year student of Sports 
Course) スポーツ専攻 1年、長谷川君 
Q: Do your team play a game or practice 
with the Arsenal Men’s first team? 
 
Mr. Matsumoto ( a second-year student of 
Nutrition Course) 栄養専攻 2年、松本君 
Q: What is your hobby? 
 
Ms. Obara ( a second-year student of 
Nutrition Course) 栄養専攻 2年、小原さん 
Q: What do you usually eat for breakfast 
(lunch, for dinner) ? 
 
Ms. Uchimi ( a second-year student of 
Nutrition Course) 栄養専攻 2年、内海さん 
Q: What do you generally eat before a 
game? 
 
Ms. Maruyama ( a second-year student of 
Nutrition Course) 栄養専攻 2年、丸山さん 
Q: What did you expect to see before 
coming to Japan? 
 
Mr. Hiraga ( a second-year student of 
Nutrition Course) 栄養専攻 2年、平賀君 
Q: How many hours do you practice 
football a day? 
Ms. Enzaka ( a second-year student of 
Nutrition Course) 栄養専攻 2年、遠坂さん 
Q: What is the initial impression of Japan? 
 
Ms. Isoda ( a second-year student of 
Nutrition Course) 栄養専攻 1年、磯田さん 
Q: What surprised you most when you 
came to Japan? 
What is your first impression of the 
young Japanese generation? 
 
Ms. Nozaki ( a second-year student of 
Nutrition Course) 栄養専攻 1年、野崎さん 
Q: How did you like today’s lunch? 
 
Ms. Narita ( a first-year student of Sports 
Course) スポーツ専攻 1年、成田さん 
Q: Please tell me the best places for 
sightseeing in England. 
 
Ms. Sato ( a first-year student of Sports 
Course) スポーツ専攻 1年、佐藤さん 
Q: Have you played badminton? 
 
Mr. & Ms. local people at 
Higashimatsuyama-city  東松山市の皆さん 
Q: Have you ever seen Japanese paper, 
origami, folding paper? ,etc. 
◇ビートルズのナンバー‘Let It Be’及び「ス
キヤキ（上を向いて歩こう）」の二曲を出席者
全員で合唱した。 
 
＜事後＞ 
◇「異文化交流会」に対するアンケート（資料
3 参照）を実施。 
回答者：「英語コミュニケーション 2」受講者
（5 名） 
｢その他の科目｣の受講者（27 名） 
他の科目の先生のご協力でアンケート実施 
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＜結果＞ 
表 1 アーセナルレディースＦＣとの「異文化交流会」に 
関するアンケート結果 
（回答者 32名） 
 
1.そう思
う 
2.ややそ
う思う 
3.どちら
とも言え
ない。 
4.あまり
そう思わ
ない 
5.そう思
わない 
準備度 0 9 4 1 0 
Q&Aの
満足度 
1 10 2 1 0 
英語の歌 6 16 4 4 2 
モチベー
ション 
3 15 7 6 1 
交流会 
満足度 
4 17 8 2 1 
 
Ⅳ まとめと課題 
本学における英語教育は、創立当初から 19 年
間、一般教育科目として「英語コミュニケーショ
ン 1」は必修、及び「英語コミュニケーション 2」
は選択科目であった。しかし、昨年の平成 23 年
度から「英語コミュニケーション 1」は教職希望
者のための選択必修となリ、さらに半期で 2単位
取得（前年度までは 1 単位）できるようになった
ため、通年で受講する必要が無くなり、「異文化交
流会」が開催された後期（前期に受講者が集中）
は、「英語コミュニケーション 1・2」の受講者は
少数であった（両方で 7名、しかもそのうち 2名
は再履修者であった）。以上のような本学の英語教
育のカリキュラム事情もあり、さらに本学は英語
が苦手の学生が多いため、英語担当の教師として
は不本意ではあったが、Q&A コーナー以外は、
「歓迎会」で司会者の英語の日本語訳をスクリー
ン上に流すことにした。 
英語を担当するものとしては、「異文化交流会」
全体を、日本語訳を流すことなく行うことが夢で
あったが、英語が必修でなくなった本学の現状で
は、日本語訳無しでは、会の進行が無理なように
思われた。現にアンケートの自由記述文の中に、
「Q&A コーナーにも日本語訳を付けて欲しかっ
た」という要望が書かれていたことは、「英語」を
履修していない学生にとっては、もっともな要望
であったとも思われる。しかしながら、英語の教
師としては、世の中においてグローバル化が叫ば
れている今日、また小学校での「英語教育」が必
修化されたという状況の中で、またとないネイテ
ィブと英語での「異文化交流」を通して、本学の
学生にも英語学習に対するモチベーションを高め、
国際語としての英語の役割を認識して欲しいとい
う意味で、平易な英語で行われる「Q&A コーナ
ー」だけ、学生からの不平や不満が出ることは覚
悟して、あえて日本語訳なしで敢行した。 
上述した状況の中で、「英語コミュニケーション
2」または「社会環境とキャリア」の授業時、ま
たは昼休みや放課後を利用して行ったレッスンプ
ランは、学生たちに何かの課題（Q&A コーナー
の質問のための、質問事項の作成、暗唱練習）を
与え、その目的達成（異文化交流会での発表）の
ために英語を使わせるという、いわば Task-
Based の練習であったが、学生側の準備時間が絶
対的に少なかったため、ぶっつけ本番的な感は正
直否めなかった。アンケート結果（表 1）による
と、Q&A コーナーに対する準備度は、最初は半
ば強制的であったため、きちんと質問事項を練習
して［異文化交流会］に臨んだかどうかの質問に
対しては、14人中（栄養専攻 8人、スポーツ専攻
6 人）9 人が（ややそう思う 64.2％）であり、残
り 5人は十分な準備をせずに参加するという結果
となっている。 
しかし、Q&A コーナーに対する満足度は、
78.5％（そう思う 7.1％、ややそう思う 71.4％）
のであり、実際質問をした約 8割の学生は終了後、
それぞれなんらかの満足感を味わったリ、または
少なくとも刺激を受けたように思われる。アーセ
ナルレディース FC との「異文化交流会」を通し
て、英語学習に対するモチベーションが高まった
と感じた学生は、55.6％（そう思う 9.3％、やや
そう思う 46.8％）、さらに「異文化交流会」に対
する満足度は 65.6％（そう思う 12.5％、ややそう
思う 53.1％）であった。アーセナル FCと合唱し
た英語の歌に対する満足度は、68.7％（そう思う
18.7％、ややそう思う 50％）であり、歌唱の練習
時間が限られていた割には、かなりの盛り上がり
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を見せ、アーセナルのメンバー（歌詞カードを配
布、「上を向いて歩こう」はアルファベットの日本
語の歌詞）ともども楽しんでいたように思われる。
毎年、授業開始時に実施する「英語の授業に要望
すること」というアンケートで、学生が要望する
ものとして、「英語の歌」や「英会話」が上手にな
りたいという要望があり、世界共通でオーラルに
訴える音楽を通しての英語学習について、これか
らも積極的に授業で取り入れ、学生の興味を引く
工夫をする必要性を感じた。 
上述したように、「異文化交流会」が開催された
23年度後期は、学生を指導する時間や準備が不十
分であったため、「アンケートに答えた学生対して
のみ」と限定して言わざるを得ない部分もあるが、
今回のメインテーマである「英語でネイティブと
交流する」は、アンケートからも推測できるよう
に、「Q&Aコーナー」に参加した学生たちは、英
語を使ってのネイティブとやり取りが、想像以上
に楽しめたことに自信を持ったり、「異文化交流
会」をきっかけにして英語でコミュニケーション
をすることに対するモチベーションを高めた学生
がいたことがうかがえる。 
つまり、本学のように、英語が専門科目でなく
学力も学習意欲も低い学生にとっては、ネイティ
ブとの接点を希望する学生の潜在的なニーズに応
え、英語学習の原点である生身の人間（ネイティ
ブ）との交流を通して、英語の利用価値を認識さ
せることが、彼らの学習意欲を高める一つの方法
であると思われる。これからも、本学の教職必修
の「英語コミュニケーション１」という限定され
た状況の中で、英語に対する興味やモチベーショ
ンを高めることができる一つの手段なように思わ
れる「異文化交流会」を開催し、身近でささやか
な「国際化」を体験できる機会を提供するように
努めたい。 
 
【参考文献】 
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使えるエンジニアを目指して―｣『第 47 回
JACET 全国大会要綱』、168-169. 
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 A Welcome Party (Part I)（歓迎会、第一部） 
 
Welcome to M.C. , Arsenal Ladies FC 
 
Lunch Time（食事会） 
 
Date：Fri. 2nd December 
Time: 12:45p.m.～1:25 p.m. 
Place: Rm. 1209 
Participants: Arsenal Ladies FC, Faculty 
members, the First-Year Students of the 
Nutrition Course 
（出席者：アーセナルメンバー、学長、河合先
創立 20 周年記念事業｢アーセナルレディースＦＣとの異文化交流会｣について 
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生、永島先生、栄養専攻の教員、女子サッカ
ーチームのメンバー、1 年栄養専攻の学生、
その他関係者など） 
 
Enter Members of Arsenal Ladies FC 
 
アーセナルメンバーの皆さま、入場 
＊Welcome with clapping 皆さま、拍手でお
迎えください。 
 
Opening Address（開始の言葉） 
 
M.C.: Dear Ladies, Gentlemen, and students, 
we are very happy to welcome Arsenal Ladies 
FC which is one of the most prestigious English 
Football Clubs to Musashigaoka College.（イギ
リスの名門女子サッカークラブであるアーセナル
レディースのメンバーの皆様を、本日、私ども武
蔵丘短期大学へお迎えできますことは大きな喜び
でございます。） 
 
Faculty Introductions（教職員紹介）by M.C. 
 
Arsenal Ladies and Coaches, let me briefly 
introduce some of the faculty staff of our 
College. As we have only a limited time, I will 
just give you the names. First is Prof. Takeshi 
Kawai, the president of our College, the chief of 
the Nutrition Course, Prof. Nobuhiro 
Nagashima, Other instructors, would you 
introduce yourselves to them while we eat. I’m 
Setsuko Kikuchi, the chairwoman of this event. 
Students, you can see the Japanese 
translation of what the speakers are saying on 
the screen.（アーセナルの皆さま、本学の教職員
をご紹介させていただきます。時間の関係上、簡
単に名前だけのご紹介とさせていただきます。 
まずはじめに、学長の川合武司教授、栄養専攻
の専攻長、永島伸浩教授、他の先生方は、ご歓談
の折、各自、アーセナルの皆様に自己紹介をして
いただければ幸いです。そして私は、本日の会の
司会進行役を務めさせていただきます、菊池せつ
子と申します。どうぞ宜しくお願い申し上げます。
学生の皆さん、スクリーンに日本語訳を流します
ので、参考にして下さい。） 
 
Dining Together（会食） 
 
Ladies, Gentlemen and students, we will 
now start lunch. 
（皆さま、お待たせいたしました。これより会
食会を始めさせていただきます。） 
 
The Toasting（乾杯） 
 
Ladies, gentlemen and students, would you 
please raise your glasses? Are you ready? Prof. 
Kawai, president, would you make a toast?（ま
ず最初に、皆様のご多幸とご活躍を祈念いたしま
して、乾杯をしたいと存じます。皆さまグラスを
お持ちくださいませ。ご準備はよろしいでしょう
か？では学長の川合教授、乾杯のご発声をお願い
申し上げます。） 
Cheers! （チアーズ、乾杯！） 
Arsenal ladies and gentlemen, sorry to have 
kept you waiting! It’s time to eat. Please help 
yourselves to dishes which our students and 
instructors of the Nutrition Course have 
prepared for you. We hope you like them. 
Please eat, drink and have a good time for 
about 30 minutes. 
（アーセナルの皆さま、お待たせいたしました。
どうぞ、お召し上がりくださいませ。栄養専攻の
学生と教員が心を込めて、アーセナルの皆様のた
めにお作りいたしましたお料理でございます。ご
堪能いただければ幸いです。 
では皆さま、しばらくの間 30 分ほど、お召し
上がりながらご歓談くださいませ。） 
You can have powdered green tea made at a 
traditional Japanese tea ceremony. Please try it 
after your meal, if you like. Powdered green tea 
tastes bitter but has vitamin C and is 
nutritious. 
（日本の伝統的な茶席で点てられるお抹茶もご用
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意しておりますので、興味のある方は食後にお試
し下さいませ。） 
 
Closing Speech（第一部・閉会の挨拶） 
 
Ladies and gentlemen, I hope you have 
enjoyed the food. I’m sorry to say that lunch 
time finishes at 1:25 p.m. Would you adjourn to 
the room.1304 where a friendship party will be 
held by other students from 1:30 p.m.? 
（皆さま、お食事をご堪能いただいていらっしゃ
るかと存じますが、この昼食会は、時間の関係上、
残念ながら午後 1 時 25 分で終了させていただき
ます。 
引き続きまして、第二部の「親睦会」を午後 1
時 30分より、別の会場の 1304号室で開催させて
いただきます。つきましては、1時 30分までに、
1304 号室に移動していただきたくお願い申し上
げます。） 
Before you take a seat in the room 1304, 
please look around ‘the Japanese Taste Corner’ 
where Kimono, Japanese formal clothes, fans 
for traditional Japanese dancing, flower 
arrangement and folded paper cranes are 
displayed. See you in the room 1304 at 1:30 p.m. 
Thank you. 
（次の会場 1304 号室の後ろの「和風テイストコ
ーナー」に日本の伝統的な衣装である、着物、扇、
生け花、折り鶴などを展示してありますので、着
席なさる前にご覧いただければ幸いでございます。
では、1時 30分に 1304 号室でお待ちしておりま
す。有難うございました。） 
 
Guide to the Rm.1304 (1304 号室への誘導) 
 
 資料 2  
 
 A Friendship Party（Part II）（親睦会, 第二部）  
Time：1:30p.m.～3:00p.m. (3rd period, 3時限) 
Place：Rm. 1304（1304号室） 
Participants: Arsenal Ladies FC, Faculty, 
First and Second-Year Students of 
Nutrition and Sports Courses 
Take Their Seats Players and Coaches of 
Arsenal Ladies FC, walking around ‘Japanese 
Taste Corner’（和風テイストコーナーを見学し
て着席）、BGM（春の海） 
 
Opening Ceremony, Opening Address（開会の
辞） ＊M.C.: Kikuchi 
 
Ladies, gentlemen and students, this 
afternoon we are holding a Friendship Party 
between Arsenal Ladies FC and 
Musashigaoka College. It is our special 
pleasure to welcome Arsenal Ladies FC who 
has come to Japan from England to attend 
our college’s 20th anniversary and Gotoh 
School 60th anniversary of the foundation 
and play with our women’s football team and 
INAC Kobe team, the champion of Japanese 
women’s league, and raise funds to rescue for 
the areas devastated by the earthquake and 
tsunami of March 11th. 
（ただいまより、アーセナルレディース FC の
皆さまの「歓迎会」を始めさせていただきます。
私ども武蔵丘短期大学に、アーセナルレディー
ス FC の皆さまを、本日お迎えできますことは、
この上もない喜びでございます。本学が創立 20
周年また後藤学園が60周年を迎えました今年、
アーセナルレディース FC の皆様は、その記念
としてはるばるイギリスからおいでくださいま
した。また皆様は、本学の女子サッカーチーム
や日本の女子サッカーリーグの優勝者である
INAC 神戸と対戦し、3月 11 日に大震災や津波
によって被災した方々の救済のための資金調達
の支援もしてくださいました。） 
 
President’s Speech （ 学長挨拶 ） 
 
First, Prof. Takeshi Kawai would like to 
say a few words to welcome them. 
（はじめに、本学の学長、川合武司よりアーセ
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ナルレディースの皆さまにご挨拶申し上げま
す。） 
Chairwoman of the Student’s Association’s 
Speech （学友会会長挨拶、国分誉子） 
 
Now, would you say a few words to 
welcome them, Ms. Kokubun? 
（続きまして、学友会会長の國分誉子より皆さ
まにご挨拶申し上げます。） 
Welcome to Musashigaoka College. I’m 
Takako Kokubun, the chairwoman of the 
Student’s Association. Our College is a small 
two-year one. We can study the health 
science from the both sides of nutrition and 
sports. Our College is small, so we can have a 
friendly relationship with faculty members 
and staff of the office. Most students will be a 
dietitian or sports instructor to contribute to 
the society in the future. Thank you very 
much for coming to our College in spite of 
your busy schedule. We hope you will have 
nice tour in Japan. 
（武蔵丘短期大学へようこそいらっしゃいまし
た。私は國分誉子と申します。学友会の会長を
しています。武蔵丘短期大学は、小規模の二年
生の大学です。私達は栄養とスポーツ両面から
健康科学を勉強しています。本学は、小さな大
学なので私達は、先生方や職員の方々といつで
も友好的な関係を持つことができます。将来、
私達は栄養士スポーツインストラクターなどに
なり、社会に貢献するつもりです。本日はお忙
しいところ本学においでくださいましてありが
とうございました。では、皆様の日本での楽し
いツアーをお祈りいたします。） 
 
A Member of Our Football Club’s Speech（女
子サッカーチームのメンバー、田中理菜） 
 
Next, would you say a few words to 
welcome them, Ms. Tanaka? 
（続きまして、女子サッカーチームのメンバー
の田中理菜さんより、皆さまにご挨拶申し上げ
ます。） 
Welcome to Musashigaoka College. We 
have been looking for this moment to have 
you here for a long time. Last year I had a 
great chance to visit London to play football 
with Arsenal Ladies FC, though it was only 
two-week stay there. We found that our 
friends of the Arsenals were physically very 
strong and their skills and performance were 
superior to ours in many aspects. But some of 
our football plays acquired in the games have 
come to be our confidence since returning to 
Japan. 
The great experience in London gave us a 
renewed opportunity to enjoy playing 
football! I myself have decided to play football 
in Switzerland after graduating from our 
College next spring. We had a very big 
disaster in Japan on the 11th of March this 
year. This sad event made me feel how lucky 
we are to enjoy playing in a daily life. Please 
enjoy Japan. Thank you very much. 
（ようこそ、武蔵丘短期大学へ。私達は今日と
いう日を楽しみにしていました。 
昨年私がロンドン遠征に行き、二週間という
短い間でしたが、アーセナルの皆さんと試合を
しました。アーセナルの皆さんはフィジカル面
がとても強く勝てない部分がたくさんありまし
た。しかし、その中でも通用したプレーは帰国
後自信となりました。 
私自身、ロンドン遠征を通して海外サッカーにと
ても興味を持ち、短大卒業後はスイスでサッカー
しようと思っています。今年日本では、3.11 大震
災がありました。サッカーを普通にできる有難さ
がわかりました。どうか最後まで日本を満喫して
ください。ありがとうございました。） 
 
Guest’s Speech（来賓挨拶） 
 
Next, let’s hear from our guest, Ms. 
Whitely who will introduce her team. 
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（続きまして、アーセナルレディース FC より
ご来賓の方（ウィットリー育成部長）のお言葉
をいただきたいと存じます。チームの皆様のご
紹介もしていただければ幸いでございます。） 
 
Q & A Corner （Q & A コーナー） 
 
Thank you, Ms. Whitely. 
Now, we are going to ‘Q & A Corner’ where 
our students are looking forward to asking you 
some questions. Some students don’t speak 
much English. So would you answer their 
questions slowly and clearly, please? You will 
be asked questions not only by students and a 
faculty member, but also local people. Students, 
this corner has no Japanese translation, so 
please try to understand English for yourselves. 
Let’s start! 
（ウィットリーさん、有難うございました。 
続きまして、Q&A コーナーに移りたいと思い
ます。学生たちは皆さんに質問ができることを、
大変楽しみにしております。本学の学生たちの中
には、英語が苦手な学生がおりますので、ゆっく
りはっきりとお答えいただければ幸いです。この
コーナーには本学の学生だけでなく、教職員また
地域の方々も参加していただいております。学生
の皆さん、このコーナーには日本語訳が出ません
ので、自分の力で英語を理解する努力をしてくだ
さい。では、始めることに致します。） 
 
Ｑ＆Ａコーナ （ーアーセナルメンバーと本学学生、
教職員、地域の方々との交流） 
 
学生: 栄養専攻から 8 人、スポーツ専攻から 6
人（具体的な質問事項は既述）、 
教員から 1人、地域の招待者から 2人 
＊1人 3分程度 
 
Prof. Myoga（茗荷教授） 
Q: Welcome to Musashigaoka College. 
We’ve been looking forward to seeing you. 
At first, let me introduce myself. 
My name is Dr. Myouga, and I’m a 
professor of Nutrition Course. I usually do 
a lecture of Food Science to our students. 
In the lecture, I explain “the British 
people have the highest risk suffering 
colon cancer among the world.” One of the 
reports suggested the British people have 
some particular dietary habits unlike 
other races. Anyway, I’m interested in 
dietary habits of the British people. 
So I have a question to several persons; 
what is the favorite food you ordinarily 
eat most? I eat sirloin beef steak most, 
and so on. 
Thank you for much kind answer. 
Maybe about 30% of fat is containing in 
the beef steak, but dietary fiber is almost 
0%. High fat but low fiber contents in a 
meal may cause the colon cancer. You’d 
better to take more vegetables, fruits, 
mushrooms and seaweed. I wish you all 
players have best performance, and to 
continue a good relationship between 
Arsenal Football Club and our team for a 
long, long time. 
Thank you. 
 
Singing Songs Together （合唱） 
 
Thank you very much for your corporation. 
I’m sure our students had a very good 
experience. We hope they will have motivation 
to study English and be interested in English 
culture, sports and so on in the future. 
Ladies, gentlemen and students, now, we 
would like to have a chance to enjoy a flying 
trip from Arsenal Emirates Stadium in 
England to Musashigaoka College in Japan 
only for a few minutes. Please look at the 
screen! Are you ready? Go! Don’t blink, please! 
Don’t miss it! Go! …..Arsenal Ladies FC, could 
you catch where you are in Japan? Thank you. 
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Ladies, gentlemen and students, it’s time to 
sing! Let’s sing two songs together, to relax. ‘Let 
It Be’ by the Beatles, one of the greatest 
English bands and ‘Sukiyaki’ which was a No.1 
Japanese song on the American music billboard 
fifty years ago. Join us if you know it. As you 
know, times have been hard recently in Japan, 
but when we listen to these songs, they lift our 
spirits. First, let’s sing ‘Let It Be’ together. 
（ご協力有難うございました。学生の皆さんは良
い経験ができたと思います。この経験によって、
英語を学ぶモチベーションを高め、将来イギリス
の文化やスポーツに興味を持つことを願って止み
ません。 
さて皆さん、これからスクリーン上で、ロンド
ンにあるアーナルレディース FC の本拠地エメリ
ット・スタジアムから日本の武蔵丘短期大学まで、
数分間で空の旅を体験していただきます。スクリ
ーンを見てください、準備はよろしいですか？ 
お見逃し無く。スタートです！ アーセナルの皆
さんご自分が今日本のどこにいるかお分かりにな
りました？ 
続きまして、リフレッシュするために、参加者
全員で歌を歌いたいと思います。曲はイギリスが
生んだ偉大な音楽バンド、ビートルズのナンバー
より「レット・イット・ビー」と「上を向いて歩
こう」です。二曲目は、「スキヤキ」という曲名で、
50年前に、日本の曲で初めてアメリカのミュージ
ックのビルボードで一位に輝いた曲です。今、日
本人は多くの人が心を痛めています。でもこの歌
の歌詞を聴いたり、歌ったりすると元気がもらえ
ます。もしご存知でしたら、アーセナルレディー
ス FC の皆様もご一緒にお願い致します。まず一
曲目は、レット・イット・ビーです） 
＊ビートルズナンバー‘Let It Be’と「上を向い
て歩こう（スキヤキ）」を全員で歌う。 
 
Closing Ceremony, Closing Address（閉会の辞） 
Coach’s Speech（河合一武教授の挨拶） 
 
I hope you have enjoyed singing. 
Prof. Kazutake Kawai, coach of our Women’s 
football club, could you say a few words as a 
closing address? 
（お楽しみいただけましたでしょうか。次に、本
学の女子サッカーチームの顧問であります、河合
一武教授より、ご挨拶申し上げます。） 
 
Exit Arsenal Ladies FC and Coaches（招待者退
場） 
Ladies and gentlemen, I imagine you are all 
anxious to leave and get back to your hotel, so I 
won’t keep you any longer. Thank you very 
much for coming to our College in spite of your 
busy schedule. We hope you’ve had a good time 
this afternoon. And we hope to see all of you 
again someday. Good-bye, and have a safe trip 
and enjoy your time in Japan. A little earlier, 
Merry Christmas! 
（お名残惜しいですが、お別れするときが来てし
まいました。本日はお忙しいスケジュールの中、
本学においでくださいまして本当に有難うござい
ました。わずかな時間でしたが、この交流会をお
楽しみいただけたら幸いでございます。きっとい
つの日か再び、お目にかかる日を期待しておりま
す。それではお気をつけてお帰りくださいませ。
日本での楽しく有意義なツアーをお祈り申し上げ
ます。そして少し早いですがメリークリスマス！） 
 
Saying Good-bye to Arsenal Members with 
Clapping（拍手でアーセナルメンバーを見送る。） 
（拍手でお見送りいたしましょう。） 
 
 資料 3  
平成 23年 12月 2日実施 
アーセナルレディース FC との「異文化交流会」
（第二部）に関するアンケート 
 
＜栄養・スポーツ専攻＞ 1年･2年 
            （丸で囲んでください） 
Q1. Q&A コーナーを楽しみましたか。 
1.そう思う。2.ややそう思う。3.どちらとも
言えない。4.あまり思わない。5.思わない。 
Q2. あなたは「質問文」又はスピーチ（挨拶）を
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十分暗記・練習して，「異文化交流会」に臨み
ましたか。 
1.そう思う。2.ややそう思う。3.どちらとも
言えない。4.あまり思わない。5.思わない。 
Q3. 質問やスピーチをしなかった方、これからチ
ャンスがあればして見たいですか。 
1.そう思う。2.ややそう思う。3.どちらとも
言えない。4.あまり思わない。5.思わない。 
Q4. 英語で歌うことを楽しみましたか。 
1.そう思う。2.ややそう思う。3.どちらとも
言えない。4.あまり思わない。5.思わない。 
Q5. 「異文化交流会」に参加して、英語に対する
興味または必要性を感じましたか。 
1.そう思う。2.ややそう思う。3.どちらとも
言えない。4.あまり思わない。5.思わない。 
Q6. 「異文化交流会」に参加して、英語に対する
モチベーション(学習動機･意欲)が高まりま
したか。 
1.そう思う。2.ややそう思う。3.どちらとも
言えない。4.あまり思わない。5.思わない。 
Q7. 「異文化交流会」におおむね満足したと思い
ますか。 
1.そう思う。2.ややそう思う。3.どちらとも
言えない。4.あまり思わない。5.思わない。 
☆今回の「異文化交流会」良かった点、反省点、
改善点など、又は次回はどんな「異文化交流」
をしたいかなどを自由に書いてください。ご協
力有り難うございました（菊池）。 
 
 
 
